
地域再生計画評価調書（地方創生推進交付金事業効果検証調書）

重要業績評価指標（KPI）の達成状況

目標

実績

達成度

目標

実績

達成度

目標

実績

達成度

評価年度において実施した事業

外部有識者からの意見

・しまなみＤＭＯ全体の収支状況や収益事業の詳細等について示してほしい。

＋9千人（24千人）
＋114千人（339千人）

＋3千人（18千人）
＋63千人（288千人）

＋3千人（18千人）
＋63千人（288千人）

＋5億円（58億円）
＋38億円（351億円）

＋4億円（57億円）
＋16億円（329億円）

＋16千人（431千人）
＋33千人（871千人）

＋17千人（448千人）
＋35千人（906千人）

＋17千人（465千人）
＋35千人（941千人）

＋17千人（482千人）
＋35千人（976千人）

＋17千人（499千人）
＋35千人（1,011千人）

＋84千人（499千人）
＋173千人（1,011千人）

＋53千人（468千人）
＋79千人（917千人）

＋1億円（57億円）
＋8億円（343億円）

＋1億円（58億円）
＋8億円（351億円）

＋2千人（22千人）
＋23千人（316千人）

千人

千人

415

838

目標３

＋1億円（56億円）
＋8億円（335億円）

＋1億円（54億円）
＋6億円（319億円）

＋2千人（20千人）
＋23千人（293千人）

＋4億円（57億円）
＋16億円（329億円）

億円

億円

53

313

＋1億円（55億円）
＋8億円（327億円）

千人

千人

15

225

＋1千人（16千人）
＋22千人（247千人）

＋2千人（18千人）
＋23千人（270千人）

外国人観光客数

目標２

80.0％
42.1％

63.1％
45.7％

400.0％
266.7％

＋53千人（468千人）
＋79千人（917千人）

事業費 5,500千円　具体的施策：（ウ）広域観光周遊ルートの形成
　　取組：①広域観光周遊ルートの形成

事業計画書の作成では、①現状と課題の分析、②新たなDMO組織の役割と取組み施策、③同組織の５ヵ年収支計画等が検討された。また、DMO組織設立の支援として、①組織体制の検討、②外部人材の掘り起こし、③組織立上げ準備、④事業内
容の検討等が行われた。これにより、DMO組織「一般社団法人　しまなみジャパン」がH29.3.22に設立。今後、しまなみ海道全体をひとつの集客施設として広域的にマネジメントし、一貫したサービス提供、マーケティング・プロモーション、イベントなどを実
施できる環境が整った。

事業概要

基本目標：３．だれもが訪れたいと感じる魅力あふれるふるさとを創る

宿泊客数

　しまなみ地域の観光振興を図るため、２市１町の観光関係団体で構成する瀬戸内しまなみ振興協議会（以下「協議会」という。）に負担金を支出し、協議会は、しまなみDMO調査研究事業（以下「調査研究事業」という。）を行った。協議会は、民間事
業者に調査研究事業を委託した。その具体的な内容は、１　事業計画書の作成、２　DMO組織設立の支援　であった。

事業効果

事業名 しまなみＤＭＯ形成推進事業
総合戦略における

位置づけ

目標値については、いずれの指標も今治
市において増加した。
観光消費額：対前年比　＋7.5％増
宿泊客数：同　＋12.8％増
外国人観光客数：同　＋20.0％増

しまなみサイクリングの認知度向上等に
伴い各指標は順当に推移している。本事
業による効果という観点では、、H28年度
はＤＭＯ設立準備に留まるため、直接的
に指標の伸びに効果をもたらしたものでは
ないが、H29年度以降においてはＤＭＯの
本格的な事業開始に伴い、これら数値の
伸びをより一層後押しするものと考える。

目標１ 観光消費額

33.3％
55.3％

331.3％
239.4％

300.0％
286.4％

＋2千人（24千人）
＋23千人（339千人）

地域再生計画の名称 しまなみＤＭＯ形成推進事業 地域再生事業の名称 しまなみＤＭＯ形成推進事業 平成28年度評価

評価指標
基準年数値 目標数値、実績値及び目標数値に対する達成度　　※上段：今治市のみ　下段：今治市・上島町・尾道市の合計
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